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真空管及び回路電圧のバラツキについて
（クレーム対象外）

１，１２ＡＸ７及びＫＴ８８真空管の の左右のカソード電流値
バラツキは１０％程度は問題ありません。

２， が左右違うものがありますが露真空管のヒーターの明るさ
出している部分は性能には問題ありませんので左右違って
いても差し使いありません。

３，回路図中の電圧はあくまでも ですので上下１０％程参考値
度は問題ありません。

４，電源スイッチをオンにしたときに、１２ＡＸ７の真空管が
場合がありますが、冷えている場合パっと明るく発光する

に真空管ヒーターの抵抗値が高いためで、性能には全く問
題ありません。
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(感電について)ご注意
このアンプは高電圧 (約４００Ｖdc) を使用するため、感電されないよう細心の注意
が必要です。絶対に裏蓋を開けたりしないようにお願い致します。
なお裏蓋を開けた後、内部接触による人体の損傷や火傷などの責任は負えませんので
予め御了承ください。

その他の注意事項
使用時は高温になるため、必ず付属の真空管ボンネットを御使用下さい。特にお子様
の手の届かない場所に設置して下さい。

保証について
本製品の裏蓋を開け、改造などをされた時点で保証の対象外となりますので御注意下
さい。この場合の修理は全て実費とさせて頂きます。
ただしバイアスの調整は除きます。

接続と使用方法
１）真空管カバーを外し中のクッション材を出し付属の電源ケーブルを接続します。
２）入力ソース（ＣＤ、ＤＶＤ、ＭＤ等のアナログ出力）をＩＮＰＵＴ１，２，３

。 。ターミナルに接続します レコード再生には別途 が必要ですフォノイコライザー
３）ＯＵＴＰＵＴターミナルにスピーカーケーブルを接続します。

ａ）左右チャンネルとも通常の接続をする場合

Ｒチャンネル＋ Ｌチャンネル＋

Ｒチャンネル－ Ｌチャンネル－

ｂ）バイワイヤー接続をする場合

Ｒチャンネル＋ Ｌチャンネル＋
高域 低域 高域 低域

Ｒチャンネル－ Ｌチャンネル－
高域 低域 高域 低域

４）接続が終わりましたら電源を入れ、ボリュームを調整してお楽しみ下さい。



バイアス調整をする場合
経験のない方は部品を破損する場合がありますのでご遠慮下さい

（簡単なテスターを準備します）

１）電源オフの状態で真空管カバーを装着したままひっくり返す。

２）裏蓋をマイナスドライバーで開ける。

３）基板上の左右チャンネルの半固定ボリュームを指でそれぞれ左一杯に回す。

４）テスターの黒棒をスピーカーターミナルのマイナス端子に接続する。

５）テスターのレンジを直流（ＤＣ）１Ｖ又から１０Ｖ位までのレンジに合わせる。

６）電源を入れＬＥＤが点灯している事を確認し５分ほどウォームアップする。

７）左チャンネルから調整しますので、テスターの赤棒をＶ３の８番ピンにあてて
電圧を見ながら、半固定ボリュームＶＲ３を少しずつ右に回しながら０．６５Ｖ
に合わせる。

８）次に右チャンネルの調整しますので、テスターの赤棒をＶ４の８番ピンにあてて
電圧を見ながら、半固定ボリュームＶＲ４を少しずつ右に回しながら０．６５Ｖ
に合わせる。



９）上記の調整を左右３回ほど繰り返し微調整する。

１０）調整が終わりましたら裏蓋を閉じます。

なお上記バイアスは環境により変動致しますので１年に一度くらいは再度調整すると
良いでしょう。

※真空管のバイアスは絶えず変動しています、余り神経質にならなくて結構です。
電流値が０．６５Ｖの１０％程度の範囲であれば全く問題ありません。

TRV-A88仕様
ここに記載されている値は正常に動作している場合の期待値です。
よって保証値ではありません。

最大出力： １２Ｗ＋１２Ｗ
ＳＮ比 ： ９０dB以上
歪率 ： ０.１％以下
入力感度： ０.７Ｖ (at 100kΩ)
出力端子： ４－８Ω
周波数 ： ２０Hz ～ ４０kHz +/-1dB

スペアーパーツ
ＫＴ８８真空管（中国製） １ペアー ￥１６，０００
１２ＡＸ７Ａ真空管（中国製） １本 ￥１，８００
１２ＡＸ７Ａ真空管（チェコＪＪ製）１本 ￥２，８００
サイドウッド １ペアー ￥５，０００

オプションのサイドウッド装着時


